


図１．岩手山周辺における観測項目毎の観測点配置
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地震観測点（●：定常点，○：臨時点，
●，○：広帯域地震計，＊：強震計，
＠：群列）

地殻変動観測点
（●：定常点，傾斜＋歪，
　●：定常点，傾斜，○：臨時点，傾斜）　

GPS　●：連続，○：繰り返し 重力（●），全磁力（○）
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観測体制
１．地震観測点　　２３点　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．地殻変動連続観測点　　　　７点
　　　定常観測点　　７点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定常観測点（傾斜，歪）　　　　４点
　　　臨時観測点　１６点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定常観測点（傾斜）　　　　　　１点
　　　地震計：短周期・中周期地震計　２１台　　　　　　　　　　　　臨時観測点（傾斜）　　　　　　２点
　　　　　　　広帯域地震計　　　　　　５台　　　　　　　　　４．全磁力観測点　　　　　　　４点
　　　　　　　強震計　　　　　　　　　４台　　　　　　　　　５．重力観測点　　　　　　　２１点
　　　　　　　群列観測網　　　　　　　１組　　　　　　　　　６．空振観測点　　　　　　　　１点
２．ＧＰＳ観測点　２１点
　　　連続観測点　　　　　　　　　　１３点
　　　繰り返し観測点　　　　　　　　　８点
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図２．岩手山とその周辺の地震活動．(a)1976年1月～2000年9月に東北大学のルーチン処理によって求められた震源を東西
方向に投影した時空間分布図．東北大学の火山観測網によって求められた(b)1998年1月～2000年4月と(c)2000年5月
～10月19日に発生した地震の震源分布．
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図３．(a)1998年1月1日～2000年10月19日に岩手山周辺で発生した地震の震央を東西方向に投影した時
空間分布図，(b)同期間のM-T図．丸印が高周波地震(HF)，星印が低周波地震(LF)．
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(b)犬倉山～黒倉山：深さ5km以浅(a)大地獄から東側：深さ5km以浅

(c)東山腹下：深さ5km以深
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(d)モホ面近傍の低周波地震

図４．(a)大地獄から東側の深さ5km以浅，(b)犬倉山から黒倉山の深さ5km以浅，(c)東山腹下の深さ5km以深に
発生した地震，ならびに(d)モホ面近傍の低周波地震の積算度数の時間変化．
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図５．2000年5月～10月19日の２カ月ごとの震源分布と1998年1月～2000年4月までの震源分布．
　　　注目すべき地震に日付を付ける．
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(a)黒倉山～鬼ヶ城直下M0.2の地震

(b)

図６．2000年8月1日に黒倉山から鬼ヶ城の直下で発生した単色地震(M0.2)の(a)波形例と(b)スペクトル．卓越周波数
は約10Hz
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(a)鬼ヶ城カルデラ浅部の低周波地震(M0.5)
岩手山　東北大Ｐ７

(b)

図７．2000年10月15日に鬼ヶ城カルデラ浅部で発生した低周波地震(M0.5)の(a)波形例と(b)スペクトル．卓越周波数
は約2Hz
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岩手山構造探査概要

図１２．2000年10月に岩手山で実施された火山体構造探査の観測点配置（臨時点：黒丸，
　　　定常点：灰色の四角）とショット点配置（星印）．

図１３．定常観測点の上下動地震計によるショット１(S1)の地震波形記録．

岩手山構造探査実施概要

実施日　：2000年10月15日～21日
観測点数：318点（臨時点）
　　　　　  32点（定常点）
爆破点数：　6点（噴火予知事業）
　　　　　　3点（岩手県）
爆破日時：10月19日
　　　　　午前1時～2時30分
参加機関：北海道大学，弘前大学 ，

岩手大学，秋田大学，東
北大学，東京大学，東京
工業大学，名古屋大学 ，
京都大学，九州大学，鹿
児島大学，国立極地研究
所，気象庁

薬　　量：S1,S4が250kg
　　　　　その他は200kg

山頂部の１５点は岩手県消防防災
ヘリコプターによる支援を受けて
設置と撤収を行った．
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